
太貧

。唐
招
提
寺
講
堂
地
下
遺
構

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
五
条
町

調
査
期
間
　
　
一
九
六
九
年

（昭
４４
）
五
月
ｉ

一
九
七
〇
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
吉
井
　
博

・
菅
谷
文
則

遺
跡
の
種
類
　
建
物
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
前
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

唐
招
提
寺
講
堂
創
立
以
前
の
遺
構
は
、
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
よ
う
な
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
第
三
期
が
最
も
新
し
い
。

第

一
期
　
北
入
側
通
り
下
の
東
西
溝

第
二
期
　
南
北
二
列
の
東
西
に
通
る
柵
列
、
正
面
側
通
り
下
東
西
大
溝

第
三
期
　
中
央
後
部
の
建
物
跡
、
石

・
簿

・
瓦

。
木
樋
の
各
排
水
溝
、
東
西

大
溝
、
た
だ
し
第
二
期
よ
り
溝
巾
を
縮
め
て
い
る
。

な
お
、
第

一
期
の
溝
、
第
二
期
の
柵
列
、
第
三
期
建
物
の
通
り
は
何
れ
も
真

北
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
直
角
で
あ
り
、
ま
た
講
堂
の
柱
通
り
も
殆
ん
ど
真
北
で

あ
る
。

唐
招
提
寺
の
寺
地
は
新
田
部
親
王
の
旧
宅
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
講

堂
地
下
遺
構
の
調
査
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
出
土
し
た
一
二
点
の

54321
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木
簡
も
、
唐
招
提
寺
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
看
過
し
が
た
い
。
し
か
し
奈
良
県

赦
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
本
報
告
書

『国
宝
唐
招
提
寺
講
堂
他
二
棟
修
理

工
事
報
告
書
』
が
限
ら
れ
た
範
囲
に
し
か
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
こ
れ

ら
の
木
簡
は
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
天
平
十
五
年
九
月
の
年
紀
を
記
す
⑫

の
木
衝
な
ど
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
執
筆
に
際
し
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
木
簡
の
再
調
査
を
果
せ
な
か
っ
た
の
で
、
本
報
告
に
付

録

一
と
し
て
収
め
ら
れ
た
木
衛
の
項
を
以
下
再
録
す
る
。
再
録
に
当

っ
て
は
、

木
簡
の
法
量

・
釈
文
の
記
載
形
式
を
改
め
、
型
式
番
号
を
追
加
し
た
の
み
で
、

他
は
変
更
を
加
え
て
い
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
教
育
委
員
会

『国
宝
唐
招
提
寺
講
堂
他
二
棟
修
理
工
事
報
告
書
』

（
一
九
七
二
年
）

（和
田
　
率
）

木

簡

唐
招
提
寺
講
堂
地
下
遺
構
調
査
に
際
し
、　
三

一点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
そ

の
大
部
分
は
断
簡
で
、
い
ず
れ
も
内
容
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
が
、
講
堂
創
建
以
前
の
遺
構
の
性
格
や
、
異
説
の
存
す
る
唐
招
提
寺
創
立

の
年
代
を
考
え
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
内
容
を
も
つ
木
筒
も
存
在
す
る
。

以
下
は
、
奈
良
県
毅
育
委
員
会
文
化
財
保
存
事
務
所
の
委
嘱
に
よ
り
、
昭
和

四
十
五
年
九
月
に
一
回
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
に
三
回
、
出
土
木
衡
の
調
査
を

行
な
っ
た
報
告
で
、
木
簡
の
う
ち
、
文
字
の
読
み
と
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

釈
文
と
計
測
値

（長
さ
×
幅
×
厚
さ
、
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）、
お
よ
び
出
土
地
点

や
層
位
な
ど
調
査
に
際
し
て
気
付
い
た
点
を
、
簡
略
に
記
し
た
。
た
だ
出
土
状

況
は
実
見
の
機
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
遺
構
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な

お
検
討
を
要
す
る
点
が
多
い
。

第
三
期
建
物
土
壇
の
東
側
築
地
や
や
南
の
地
山
上
か
ら
、
つ
ぎ
の
二
点
の
木

簡
が
検
出
さ
れ
た
。

⑪
　
。
「□
縄
真
呂

1977年以前出の土木簡

和 岸

田

俊

卒 男

〔麻
≧

名

口
□
□
昌

表
裏
に
人
名
を
記
し
た
も
の
で
、　
一
面
の
人
名
ら
し
き
二
字
は
や
や
小
さ
く

書
か
れ
て
い
る
。
上
端
は
完
全
ら
し
い
が
、
下
端
は
斜
め
に
切
ら
れ
て
お
り
、

側
面
に
は
刀
痕
が
あ

っ
て
、
も
と
も
う
少
し
幅
広
い
木
簡
で
あ

っ
た
の
を
、
二

次
的
に
袂

っ
た
ら
し
い
。
檜
の
板
目
材
の
木
心
部
を
利
用
し
て
い
る
の
が
珍
し

い
。

岸
μμ
Ｘ
（
岸『
）
×
ω　
　
Φ
Φ
頓



②
　
曲
酢
醜
醜
酢
酢
酢
足
人
×

（
ドＯ
Φ
）
×
（
μ『
）
×
”　
　
〇
∞
μ

習
書

の
木
簡
で
あ
る
。

半
我
さ
れ
て
い
る
の
で

（右
半
分
が
残
る
）
、

文
字

の
判
読
は
や
や
困
難
で
あ
る
が
、
「
人
」

七
字
、　
お
よ
び

「
見
」
二
字
の
習
書

か
と
み
ら
れ
る
。
と
も
に
破
礫
、
す
な
わ
ち
右
下
の
筆
の
は
ね
日
が
日
立

っ
て

い
る
。

第
二
期
の
柵
列
の
北
に
、
第
ニ
ー
三
期
に
わ
た
る
東
流
す
る
東
西
大
溝
が
あ

る
。
こ
の
大
溝
に
注
ぎ
込
む
第
三
期
建
物
に
付
属
す
る
暗
渠
と
な
っ
て
い
る
南

北
排
水
溝
三
本
が
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
西
か
ら
二
本
目
の
暗
渠
が
大
溝
に
注

ぎ
込
ん
だ
東
方
、
Ｌ
Ｐ
４８
地
区
の
大
溝
砂
層
中
か
ら
、
次
の
木
衝
が
出
上
し
て

い
る
。

①

　

「
四
月
十
八
日
上
【酌
配
□

田
□

×
　

　

　

　

（電
Ｙ
ｅ
∀
、
ｏ驚

半
我
さ
れ
て
お
り
、
左
半
分
が
残

っ
て
い
る
。
上
端
は
完
全
だ
が
、
下
端
は

折
損
。
上
部
右
端
に
薄
く
墨
付
き
が
み
え
、
も
と
は
割
り
書
き
で
あ

っ
た
ら
し

い
。
裏
面
に
も
薄
く
墨
付
き
か
と
み
え
る
も
の
が
あ
る
。
檜
の
板
目
を
利
用
。

な
お
ほ
ば
同

一
地
点
か
ら
墨
付
き
の
あ
る
断
簡
ω

《
Ｓ
）
×
Ｃ
じ

×
∪

が
出
土

し
て
い
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

東
西
大
溝

の
ほ
ば
中
央
部
、
Ｌ
Ｐ
４４
地
区
か
ら
出
上
し
た
木
簡
に
、
次
の
も

の
が
あ
る
。

⑥
・醜
駕ロ
マ解
ヵ〕
黒
□
□〔聯
晦
与
〕

・
「　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
回
□
□

　

　

　

（卜⇔μγ
Ｏ

漁

Φ解

左
右
側
面
が
割
ら
れ
て
お
り
、
下
部
は
折
損
。
も
と
は
か
な
り
長
い
木
簡
で

あ

っ
た
ら
し
い
。
上
端
に
墨
を
塗
る
。
文
字
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
が
、
過
所

に
関
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
養
老
公
式
令
過
所
式
条
に

「其
毛
牡
牝
馬
牛

若
千
頭
」
、
延
喜
雑
式
に

「
九
京
職
諸
国
造
二過
所
・者
、
具
録
二馬
毛
尺
寸
歳
歯
う

依
ゾ実
勘
過
、
以
札
二釘
歎
ご

と
み
え
る
の
が
参
考
に
な
る
。

③
ｉ
①
の
木
簡
は
い
ず
れ
も
東
西
大
溝
か
ら
出
上
し
た
が
、
そ
の
層
位
か
ら

第
二
期
の
も
の
か
第
三
期
の
も
の
か
を
決
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
木

簡
は
、
東
流
す
る
水
の
流
れ
に
沿

っ
て
流
下

・
推
積
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た

と
聞
く
。

現
講
堂
基
壇
の
西
南
隅
で
、
第
二
期
小
溝
と
そ
の
北
の
東
西
大
濤
を
つ
な
ぐ

南
北
の
小
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
小
溝
で
西
か
ら
流
れ
て
き
た
第
二
期
小
溝

の
水
は
分
流
す
る
。
こ
の
分
流
地
点
付
近
か
ら
、
木
筒
や
木
筒
状
の
加
工
木
が

比
較
的
多
く
出
上
し
た
。
今
回
の
木
簡
発
見
の
端
緒
と
な
っ
た
⑥

（
（
一８
）
×

（じ
ｘ
じ

も
、
こ
の
分
流
地
点
の
や
や
西
か
ら
出
上
し
た
。
や
や
長
く
、
下
端
は

完
全
で
あ
る
が
、
上
部
は
折
れ
、
か
つ
細
く
割
ら
れ
て
い
る
の
で
、
表
裏
に
十

数
字
み
え
る
文
字
は
、
い
ず
れ
も
判
読
困
難
で
あ

っ
た
。
ほ
ぼ
同

一
地
点
か
ら
、



1977年以前出土の木簡

０

（Ｃ
じ

。
Ｃ
じ

・
含
じ
×
Ｏ
じ
×
ｅ

が
出
土
し
て
い
る
。　
三
断
片
に
わ
か

れ
る
が
、
形
状
か
ら
同

一
木
簡
と
判
断
で
き
る
。
表
裏
に
二
、
三
字
分
の
墨
付

き
が
あ
り
、
「
六
」
と
読
み
と
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、　
他
は
墨
色
薄
く
、
判
読

困
難
で
あ
る
。
材
質
は
や
や
特
殊
な
も
の
か
。

同
じ
く
分
流
地
点
の
や
や
東
、
Ｌ
０
４９
地
区
の
堆
積
土
中
か
ら
、
次
の
三
点

が
検
出
さ
れ
た
。

（
卜〇
∞
）
Ｘ
（
μヽ
）
×
］
　
〇
∞Φ

上
端
に
切
り
欠
き
が
あ

っ
て
、
付
札
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
下
端
は

折
損
し
、
半
我
さ
れ
て
い
る
。
檜
の
板
目
を
利
用
。

⑨

　

「＜
都
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（露
Ｙ
いマ
ヽ
ｏ毬

上
部
左
右
に
切
り
欠
き
の
あ
る
付
札
。
上
端
は
や
や
圭
頭
を
な
す
。
三
字
日

は
あ
る
い
は
二
字
で
、
コ

疋
」
か
も
し
れ
な
い
。
檜
の
板
目
を
利
用
。

０
　
「〔酔
ヵ〕式
□
□〔酔
杞
□
□〔即
剛
呂〔酌
〕

ＮＮ
岸
×
（∞）
×
卜　　〇∞
Ｐ

い
わ
ゆ
る
文
書
風
木
簡
で
あ
る
が
、
半
我
さ
れ
て
い
る
た
め
、
判
読
困
難
。

一異
面
に
も
半
ば
ま
で
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
判
読
で
き
な
い
。

檜
の
柾
目
部
分
を
利
用
。

(8)

<

隆
疋己

Ｌ
０
４２
地
区
に
お
い
て
、
第
二
期
小
溝
の
肩
の
部
分
の
埋
土
中
か
ら
、
内
容

的
に
最
も
注
目
す
べ
き
次
の
二
点
の
木
衛
が
ほ
ぼ
同

一
地
点
か
ら
出
上
し
た
。

埋
土
中
か
ら
出
上
し
て
い
る
の
で
、
木
簡
は
第
三
期
、
そ
れ
も
早
い
時
期
の
も

の
で
あ
る
。

①
　
・
弔
回
諸
僧

名
長
善
長
互
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
ａ
Ｙ
ミ
ｏ解

長
善

。
長
亘
は
僧
の
人
名
か
。
別
に
、
表
面
に
は
薄
く

「僧
」
の
字
、
裏
面

に
も

「為
得
」
「
為
」、
ま
た
逆
字
で

「
長
」
な
ど
と
み
え
る
。
湾
書
で
あ
ろ
う

か
。
上
部
左
寄
り
に
小
穴
が
あ
り
、
数
度
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が

大
で
あ
る
。
檜
の
板
目
を
利
用
。

上
部
の
墨
書
は
消
え
て
い
る
が
、
完
形
品
で
あ
る
。

穴
は

「
ま
こ
も
」
、　
ま

た
は
そ
の
実
を
意
味
す
る
が
、
瓜
を
穴
と
か
く
例
が
多
く

（
一
例
と
し
て
、
天
平

十

一
年
八
月
十

一
日
の
写
経
司
解
に
は

「
熟
穴
汁

一
九
」
と
み
え
て
い
る
。
『大
日
本
古

文
書
』
一
十
一
七
九
）、
ま
た

「
丸
」
は

「
ち
」
「
つ
」
で
、
個
荻
を
示
す
。
こ
の

木
簡
は
、
瓜
三
百
個
が
某
地
か
ら
駄
二
匹
に
つ
け
て
運
搬
さ
れ
て
来
た
際
の
伝

　

９

票
と
解
さ
れ
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
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と
り
わ
け
こ
の
木
筒
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、　
天
平
十
五
年

（七
四
一じ

九
月

七
日
と
い
う
日
付
で
あ
る
。
唐
招
提
寺
は
、
『唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
よ
る
と
、

「園
地

一
区
、
是
故

一
品
新
田
部
親
王
之
旧
宅
」
を
寺
地
と
し
、
天
平
宝
宇
三

年

（七
五
九
）
八
月
に
創
建
さ
れ
た
と
み
え
、
ま
た
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）

正
月
二
十
二
日
の
大
政
官
符
３
類
乗
三
代
格
』
巻
一ラ
に
引
く
律
師
伝
灯
大
法
師

位
如
宝
の
牒
に
、
「去
天
平
宝
字
三
年
、
勅
以
二没
官
地
一賜
／之
」
と
み
え
て
い

る
。
「没
官
地
」

の
解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
唐
招
提
寺
の
創
建
を
天
平
宝
字

三
年
よ
り
も
か
な
り
後
に
考
え
る
説
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
講
堂
に
関
し
て

は
、
０

『建
立
縁
起
』
や

『延
暦
僧
録
』
の

「沙
門
釈
浄
三
菩
薩
伝
」
に
、
平

城
官
の
朝
集
殿
が
施
入
さ
れ
た
と
み
え
る
こ
と
、
①
天
平
宝
字
四
年
正
月
ぞ
六

年
六
月
の
こ
ろ
に
、
平
城
官
が
改
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
０

『唐
大
和
上
東
征

伝
』
に
、
天
平
宝
字
七
年
春
、
弟
子
僧
忍
基
が
講
堂
の
棟
梁
が
終
折
す
る
夢
を

み
、
大
和
上
遷
化
の
相
を
知

っ
た
こ
と
が
み
え
、
宝
字
七
年
以
前
に
講
堂
の
存

在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
な
ど
の
史
料
か
ら
、
宝
字
三
年
に
寺
地
が

定
め
ら
れ
、
以
後
、
数
年
の
う
ち
に
講
堂
が
創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑪

⑫
の
木
筒
は
、
講
堂
の
創
建
以
前
の
状
況
を
知
る
上
で
、
ま
こ
と
に
貴
重
な
史

料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
①
⑫
の
木
簡
は
第
三
期
の

早
い
こ
ろ
の
も
の
で
、
出
土
地
点
が
第
二
期
の
南
柵
列
の
南
側
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
今
回
検
出
さ
れ
た
第
三
期
の
建
物
と
直
接
に
関
係
を
有
す
る
も
の
と
す

る
よ
り
は
、
む
し
ろ
未
確
認
で
は
あ
る
が
、
第
二
期
小
溝
の
さ
ら
に
南
側
に
存

在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
と
関
連
を
も
つ
と
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の

遺
構
は
①
に
よ
っ
て
、
寺
院
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

新
田
部
親
王
は
天
平
七
年
九
月
に
亮
じ
た
が
、
も
し
そ
の
旧
宅
地
が
そ
の
子
、

塩
焼
王
や
道
祖
王
に
そ
の
ま
ま
伝
領
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
天
平
十
二
年
九
月
の

こ
ろ
、
二
人
は
ど
う
い
う
境
遇
に
い
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る

が
、
塩
焼
王
は
、
天
平
十
四
年
十
月
に
女
需
四
人
ら
と
と
も
に
平
城
獄
に
下
さ

れ
、
同
月
に
伊
豆
三
嶋
に
流
さ
れ
た
。
そ
し
て
許
さ
れ
て
京
に
召
し
還
さ
れ
た

の
は
天
平
十
七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
道
祖
王
は
、
天
平
十
三
年
間
三

月
十
五
日
の
詔
に
よ
り
、
恭
仁
京
に
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
従

っ
て
木
簡
に

み
え
る
天
平
十
五
年
九
月
七
日
当
時
、
新
田
部
親
王
没
後
の
旧
宅
地
の
状
況
は

な
お
明
ら
か
で
な
く
、
①
⑫
の
内
容
の
的
確
な
解
釈
は
、
講
堂
基
壇
南
側
の
地

の
発
掘
調
査
を
ま
っ
て
、
始
め
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。



1977年以前出上の木簡
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